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第28回 「新型コロナが大統領選に与える影響」

～ トランプ大統領の再選はない ～

初めに
これまで当レポートは、今年の米大統領選について「トランプ大統領の再選はない」と

主張して来ました。しかし、新型コロナウィルス感染症（以下、新型コロナ）拡大の影響
により選挙の先行きも不透明感を増しており、実施そのものを危ぶむ声も出ています。
今回は、新型コロナの影響との観点から、米国の大統領選について考えてみます。

大統領選挙は実施できるのか
米大統領選に関するそもそもの問題は、選挙を実施できるかどうかです。共和党、民主

党の候補者が事実上確定しているため、大きな問題にはなりませんでしたが、予備選では
新型コロナに伴う外出規制などから、投票が延期された事例がありました。大統領選実施
予定日の2020年11月3日まで、外出規制が継続される可能性は低いと思いますが、一応こ
の点は指摘しておきます。なお、外出規制が継続された時の対応策については、選挙の延
期や郵送による投票などが挙がっていますが、現時点おいて明確に定められたルールは無
いようです。
フランクリン・ルーズベルト大統領は有事（第二次世界大戦）であることを理由に当時

の慣習である2期を越え、4期大統領を務めました。現在は法律で2期までと規定されてい
ますが、もしも今回の選挙が実施できない場合、トランプ氏が有事であることを盾にとっ
て続投を主張することは考えられます。

候補者双方への新型コロナの影響
ここからは選挙の見通しについて検討します。まずは新型コロナが候補者それぞれに与

えた影響についてです。双方ともプラスとマイナス、両方の影響があります。
トランプ氏にとってのプラスの影響は、危機対応時にリーダーシップを示すことができ

たことです。通常、選挙の際の災害は現職有利に働くことが多いのですが、トランプ氏も
このチャンスを生かしたと思います。一方、マイナスの影響は、新型コロナの影響によっ
て最大のアピールポイントだった好景気と株高を失ったことです。株価は水物なので、今
後急上昇する可能性もあるかもしれませんが、景気、特に雇用の回復には時間がかかりそ
うです。
バイデン氏にとってのプラスの影響は、新型コロナに伴う外出規制等の影響により、サ

ンダース氏が予備選を早めにリタイヤし、バイデン氏支持を表明したことで党の分裂を回
避できたことです。マイナスの影響は、新型コロナのために集会を開けず、選挙運動があ
まり進んでいないといったところでしょう。

トランプ氏の再選はない
最後に選挙の見通しです。新型コロナの影響については、トランプ氏にとっては景気悪

化によるマイナスの影響の方が大きく、対するバイデン氏については、前回の大統領選で
民主党敗北の主因の1つとなった党の分裂を回避できたことが選挙にプラスの効果をもた
らすものとみています。よって、今回の大統領選でトランプ氏の再選はなく、バイデン大
統領が誕生すると予想しています。
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